
コマツNTC株式会社
創　　立： 1950 年
業　　種： 製造業
事業内容： 工作機械、産業機械の開発・設計・製造・販売（電池製造関連装置、
 画像処理関連装置、半導体・各素材向けウェーハ製造装置、
 スマート FTL、マシニングセンタ、研削盤、
 クランクシャフト加工機など）
従業員数： 1,183 名
所 在 地： 富山県南砺市福野 100
URL：https://ntc.komatsu/

休みを取得しやすい環境で仕事と家庭の両立を支援
　弊社では、仕事と家庭の両立を支援するためには、社員の生活に起こりうる様々な状況に対応できるようにすること
が重要であると考えています。このため、休暇制度については、年次有給休暇とは別に年間5日付与されるライフサポー
ト休暇、私傷病等に対応する休職制度、育児や介護による休業制度、配偶者の転勤時に最大３年まで帯同可能な休職
制度などを整えています。特に育児に関する制度においては、女性だけではなく男性も育児休業を取得しやすい職場
環境整備のために、総務担当と職場上司が連携して、対象者に制度詳細を説明する時間を設けています。
　年休については会社からも取得を推奨しており、年間最低18日取得を目標としています。取得にあたっては、状況に
より見直し可能な「年休取得計画」を各部署で作成しております。それにより、製造部門では班単位でスケジュール調整
ができ、互いに仕事を補えるサポート体制も整えられるため、安心して年休を取得することが可能となり、仕事と家庭
の両立がしやすい環境になっていると思います。

キャリアを継続しつつ不妊治療を行なってもらうために
　不妊治療休職制度は、入社1年以上で、休職基準に該当する不妊治療
を受け、不妊治療休職終了後も引続き勤務する意思のある社員を対象
に、一人につき１回取得できます。原則として分割取得はできません
が、不妊治療の通院日数や治療回数を考慮し、最大で１年間休職でき
ます。
　この制度を取得した社員はまだいませんが、各部署の管理職には部下
から不妊治療休職の相談があった場合のマニュアル「仕事と不妊治療の
両立に向けて」を配布しています。取得に伴う体制作りやその間の処遇
の説明や調整などのガイドラインを整備しており、社員が必要な時に
安心して制度取得できるように努めています。

生したり、急な通院が必要になったりと、
治療が突発的かつ長期に渡ることもあり、
社員に大きな負担がかかる場合もありま
す。社員のキャリアと不妊治療を両立させ
るための選択肢を提供することで、社員の
勤続に対する意欲向上を図ることを目的と
して2021 年より不妊治療休職制度を導入し
ました。

身近な存在になりつつある不妊治療
　近年、不妊治療件数は増加傾向にあり、社会的な要請が高まっています。弊社では今までそういった治療
の際、年休やライフサポート休暇での対応となっていました。しかし、不妊治療は投薬による体調不良が発

人材は企業成長のかなめ
　現在、新卒者や経験者の採用においては、求職者が会社に求める評価基準として、休暇制度の充実度や柔軟な
勤務体制が求められる傾向にあります。優秀な人材の採用は、企業として成長のかなめとなります。人事の諸制度
をさらに進化させ、将来の変化にも順応していくために、フレックスタイム制・在宅勤務制度の成熟を図り、誰も
が活躍できる会社の体制を強化していきます。
　また、階層別教育や各種技術者教育などの教育プログラムを充実させ、各業務部門でのエキスパートの育成を
目指します。
　社員が働きやすい環境でなければ会社の成長は見込めません。まずは安心・安全を第一とし、福利厚生の充実
を高めて、足腰のしっかりとした強い会社にしていきたいと思っています。

安心・安全に働ける環境を
　このような取組みは、総務のカウンターパートである労働組合から様々な社員の声を集約してくみ取り、会社が
どういう方向に進むべきか、労使双方で協議しながら社員のワークライフバランスの充実を図るよう進めています。
　コマツグループ全体としても、会社の発展には社員の雇用を安定させることが不可欠であり、人材を欠かすこと
はできません。その人材が今後もキャリアを継続し、安心・安全にいきいきと長く働ける職場環境を整備すること、
社員へ状況に応じた柔軟な働き方ができる制度を提供することが会社の務めと考えています。

　南砺市で、国内外の自動車業界や半導体業界に欠かせない生産設備を製造し、最近ではEV化に伴う電池製造関連装置の
製造などにも参入しているコマツNTC株式会社。働き方に関する取組みや、2021年に導入された「不妊治療休職制度」等に
ついて、総務部の落合課長、長谷川主任、堀池主任にお話を伺いました。
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制　度 内　容
・年休：半日単位で取得可能
　　※年休取得目標：年間18日取得（年間20日付与）
・ライフサポート休暇：毎年5日付与、最大40日まで保有可能
　　私傷病・不妊治療・妊娠出産(配偶者含む)・子の養育・
　　家族介護時に使用可能
・リフレッシュ休暇　等

・育児/出生時育児休業(産後パパ育休)
・家族介護休業

・配偶者転勤帯同休職
・不妊治療休職
・私傷病休職

・フレックス制度：コアタイムなし
・在宅勤務制度
・短時間勤務（育児・家族介護・私傷病）等

株式会社池田模範堂
創立：1909年
設立：1948年
業種：医薬品製造業
事業内容：OTC医薬品（市販薬）の開発・製造・販売
従業員数：343名（2024年12月10日現在）
所在地：中新川郡上市町神田16番地
URL：https://www.ikedamohando.co.jp/

部門の実情に応じた、柔軟に働きやすい職場環境づくり

　「ムヒⓇ」を代表とするかゆみ・虫さされ薬で100年以上培った技術とノウハウにより、「肌分野」の総合ブランドとして成
長する株式会社池田模範堂。生産現場、研究開発や営業・経営管理など各部門の実情に応じて、従業員の健康維持やワー
クライフバランスの充実を重視しながら、柔軟に働きやすい職場環境づくりを進めています。各種制度や導入時の工夫など
について、経営推進部人事グループの山本係長と石黒さんに伺いました。

　当社には、生産部、信頼性保証部、研究開発部（海外事業グループ含む）、営業部及び経営推進部があり、業務内
容や働き方も各部門によって異なります。そのため、各部門の実情に応じた、多様な制度設計や環境整備を行ってい
ます。制度の拡充や新制度の導入時には、アンケートやヒアリングによる現状把握、業務への影響を確認するための
テスト運用を実施し、従業員の要望やニーズに合った適切な制度となるよう努めています。

短時間勤務制度や休暇制度を利用しやすく
　当社では、法定の基準以上の様々な育児・介護制度を設けていますが、その中で最も利用されているのが短時
間勤務制度であり、子どもが小学校を卒業するまで利用することができます。2020年には、事前にアンケートで
従業員の希望を確認しながら、勤務時間の選択肢を３パターンから30分刻みの８パターンに広げて、利便性の向
上を図ったことで、制度の利用者は増加しました。勤務時間の選択は、１カ月前までに申告すれば１カ月ごとに自
由に変更することができ、希望に沿った働き方ができると、従業員にも喜ばれています。また、失効年休積立制度（
積立日数：５日／年、積立上限：30日）については、以前は私傷病や家族介護で連続５労働日以上という条件があ
りましたが、１日単位で取得できるよう緩和し、子育てや不妊治療も対象としています。

フレックスタイム制度と在宅勤務制度を試行的に実践中
　フレックスタイム制度は、2023年から研究開発部（海外事業グループを含む）を対象に運用しています。現在は、
対象の部門を拡大し、2024年９月から営業部、11月から経営推進部でテスト運用を行っています。
　研究開発部では実験などの業務効率化、営業部では通勤ラッシュの回避などを目的として導入されました。
　また、経営推進部では、以前に短時間勤務制度（8:30～16:30）を利用していた従業員が、フレックスタイム制度
に変更したことで、労働時間を短縮せずに育児に参画することが可能になりました。子どもの急な体調不良の場合に
は、コアタイム（9:30～16:30）終了後に、気兼ねなく小児科を受診できるなどのメリットがあります。
　在宅勤務制度については、2024年９月から東京支店の一部組織でテスト運用を行っています。
　勤務形態が多様化することで労務管理が複雑になりますが、全従業員が利用するグループウェアなどを活用しな
がら柔軟に対応しています。

制度の導入が難しい部門へのフォローが課題
　当社の製造工程の関係から、どうしても制度を利用できない部門もあり、従業員の間で不公平感やしわ寄せが
ないよう、部門間のバランスをうまく取れるかどうかが課題です。そのため、日頃から、制度が利用できない部門の
生産現場において何かできることはないか議論されており、実際に、品質保証部門では、フレックスタイム制度の
代わりに、2024年10月から１カ月単位の変形労働時間制のテスト運用を始めています。
　生産現場における欠員者の業務に対しては、余裕のある作業工程を設定することや十分な人員配置と設備投資
を行うことで生産に影響がないように努めています。もちろん、従業員の多能工化により、他の従業員の業務をカ
バーできるスキルも向上しており、緊急時には、経験豊富な管理職や役職者が、直接、生産現場で対応することが
あります。また、短時間勤務制度を利用している従業員による専用ラインを設けるなど、生産現場からも様々な工
夫が提案されています。

充実したキャリア支援を展開
　このほか、当社は、従業員のキャリア支援にも取り組んでいます。世代別キャリア研修、キャリア面談（管理者向
け）、キャリアマネジメント支援、キャリア報告会などを行い、希望する一般従業員には社内のキャリアコンサルタン
トとの面談機会も設けています。また、キャリアコンサルタントの資格を持つ社長自ら、若手社員のキャリア面談を
行うなど、従業員のキャリア支援に意欲的に関わっています。
　今後も、柔軟な働き方を通して、全従業員が活躍できるよう、さらなる制度の拡充やワークライフバランスの取り
やすい職場環境の整備、キャリア形成への支援などを進めていきます。


